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No.２０７号 

特集 

題名「てんとうむし」の由来 

ヨーロッパの言い伝えにてんとう虫の話があります。 

領主は殺人の罪で死刑になる若い農夫に、最後の願いとして神に祈ることを許しました。若者が石の上にひざ

まずこうとしたとき、１匹のてんとう虫が石の上におりました。若者はそのてんとう虫をつまみ上げると、そっ

と逃がしてから最後の祈りを捧げました。飛び立ったてんとう虫はこの若者を捕らえた殊勲者の左手に止まりま

した。殊勲者はてんとう虫には全く哀れみもかけずにつぶしてしまいました。 

 この様子を見ていた領主はこの相反する二人の行動にハッと胸をつかれるものを感じ、裁判をやり直しました。

その結果、若者はぬれぎぬで真犯人は殊勲者であったことがわかりました。てんとう虫は真実を伝える虫として、

古来ヨーロッパで親しまれてきました。この話にあやかり題名を「てんとうむし」としました。 
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最近、「自分以外に敵をつくり徹底的に攻める」こ

とが、「社会の病である」という論調を目にすること

がありました。もちろん特別な事例を取り上げて表

したものですが、確かに今の日本、あるいは地域社

会においても、人間関係がともすると対決姿勢にな

ってしまうことが多く、相手を攻め、自分が優位に

立とうとする意識が以前より強くなってきているの

ではないかと感じることがあります。 

この背景には、家族の有り様の変化があるという

指摘があります。家族の結びつきが弱くなることで、

個を単位とした結びつきが強くなります。その結果、

家族同士が協力する地域コミュニティーの関わり合

いが弱まり、常に個の利益を優先する考え方が強く

なってくると言われています。 

人間は本来、自分を最優先に愛してくれる家族に

支えられ、地域社会で自分の力を発揮し､助け合う経

験をし、「誰かのために役に立ちたいという奉仕の

心」や「相手を尊重する心」を育んでいきます。  

近年、日本の子どもたちは、人間関係を形成する

力が低下し、国際的に見ても自己肯定感が低く、将

来への夢を描けないという課題が指摘されています。 

 一方、内閣府の「平成 26年版子ども・若者白書」

では、「親との信頼関係が成り立っている子に自信の

ある子が多い」「家庭・学校・地域で自分が役に立つ

存在であることを経験する機会を通じて自分の能力

や存在意義を確認することで自信に変えていける」

と報告されています。 

 家族が基本であることは言うまでもありませんが、

「子どもは地域で育つ」とよく言われているように、

子どもの育ちには地域の教育力が必要です。本市で

はそれぞれの地域で、様々な立場の方々が、子ども

たちの健全育成のために日々尽力されています。協

力を惜しまないという方々も大勢いらっしゃいます。

ただ、そうした方々と学校、家庭との結びつきがう

まくいかず、子どもたちが地域活動等になかなか参

加しないという課題があります。「学校が起点となっ

てもっと進めて欲しい」という声を耳にすることが

あります。もちろん学校も積極的に学校を開き、地

域の方々とのふれあいを大切に、様々な取組を行っ

ています。ただ近年の社会の変化により、学校には

学力向上や子どもの安全・安心の確保、キャリア教

育、情報教育、食育、環境教育､配慮を要する子への

支援等々、大変多くのことが求められてきており、

学校だけでは限界に来ている現状があります。 

 学校・家庭・地域、どこかに任せるというのでは

なく、今改めてそれぞれができることを見直し、す

べての子どもたちが社会の財産（たから）として地

域社会との関わりを持てるように、互いに協力し、

相互の活動の連携・補完関係を築いていくことが求

められているように思います。 

よく「毎回参加できないから」「役員を引き受けら

れないから子ども会に入らない」という話を耳にす

ることがあります。こうした状況を改善しようと、

決まった会費を徴収せず、多くの役員を置かずに手

伝えるときに手伝って貰う体制に切り替え、参加し

やすい工夫をされている子ども会があると聞きまし

た。重要なことは、子どもたちが主体的に地域の活

動に参加し、様々な世代の方々との交流を楽しみ、

「地域のために役に立ちたい」「自分のできることを

やりたい」と感じられること。そして地域の方々か

ら認められ、褒められる体験をし、少しでも「でき

た」という満足感を実感することだと考えます。 

 未来を担う子どもたちが、「思いやりの心」や「相

手を尊重する心」、「人とつながる力」や「奉仕の心」

を持ち、自ら考え行動し、より良い社会づくりに貢

献できる大人に成長していけるよう、今こそ学校・

家庭・地域が真に相互連携・協力を図っていくとき

ではないでしょうか。 

 相模原市教育委員会教育局 学校教育部長 

 青少年相談センター運営協議会会長 土肥 正高 

すべての子どもたちを社会の財産
た か ら

として 

～今こそ、学校・家庭・地域の真の相互連携・協力を！～ 
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 特 集 

スクールソーシャルワーカーの本市への導入から４年。今後の活動のさらなる充実を目指し、

あらためて活動内容や役割等を見てみましょう。 

本市におけるスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の特徴 

本市のＳＳＷは、学校が主体となって取り組むケースについて、学校と共に最善の方

法を考え、子どもや保護者を支援していくことを基本としています。 

その上で、子どもや家庭が抱える課題に対応するため、関係機関等とのネットワーク

を構築し、子どもの置かれたさまざまな環境への働きかけや支援を行います。 

 
学校と共に考え、 

学校と共に支援していきます 

スクールソーシャルワークでは、問題を抱える子どもの背景を知り、子どもの問題が、

その環境によって引き起こされていると考えて対応するところに、その特徴がありま

す。問題を抱える子どもへの支援を効果的に行うためには、次のようなスクールソーシ

ャルワークの視点を、学校内で理解して共有することが大切です。 

 

（１）問題は、子ども個人の問題ではなく、家族や友人、学校や社会の仕組みなどの「環

境との不適合な状態・折り合いの悪い状態」ととらえます。 

（２）問題そのものを「解決する」というよりは、今の状況より、子どもが少しでもより

よい状況で生活できるようにすることを目標とします。    

（３）問題解決は、それぞれの可能性を引き出し、自らの力で解決できるような環境づく

りをすることによって図られると考えます。 

   

学校の先生方がスクールソーシャルワークの視点をもつことによって、先生方による

子どもの見方が変化します。先生方にとって、問題行動を起こす＜困った子＞は、家庭

環境や生育の背景によって、問題行動を起こしてしまうくらい＜困っている子＞へと認

識が変化するのです。先生方による子どもへの見方が変化することによって、先生方の

子どもへの日常的な接し方や、支援の方法に変化をもたらし、先生方と子どもの関係性

が向上することで、事態が大きく改善する場合も多くあります。 

スクールソーシャルワークの視点 

スクールソーシャルワークの視点を、 

「困った子」から      「困っている子」へ 
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 平成２５年度 平成２６年１１月末現在    

ケース会議での助言 ２６件 ３１件 

ＳＳＷ受理ケース ６５件 ６１件 

研修会講師 １４件  ８件 

主な活動内容 

Ⅰ．ケース支援機能 

（１）ケース会議での助言  

福祉的な視点から助言をする立場として、校内ケース会議に参加することが可能

です。→ 活用例 （１） を参照 

１回のみの参加が基本ですが、ケース会議の中で継続的な支援が必要だと確認さ

れた場合、（２）のＳＳＷ受理ケースにつながることもあります。→ 活用例 （２） 

を参照 

（２）ＳＳＷ受理ケースでの支援  

福祉的視点を交えた包括的なアセスメント（情報の収集や整理）を行い、学校と

協働して、継続的に支援していく立場となります。 

Ⅱ．研修機能  

校内研修会等の講師として依頼することも可能です。ＳＳＷの役割やスクールソ

ーシャルワークの視点を学校の先生方に理解していただくことができます。 

活動実績 

活用例 （１） 学校主催のケース会議に助言者として出席。 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の活用例 

【子どもの状況】 

・年度途中から欠席が増え、その後不登校。担任が家庭訪問しても、本人にはたまにしか会えない。 

・時折、電話で話すことはできる。 

【家庭の状況】 

・家庭への連絡はつながりにくい。 

【ＳＳＷの対応】 

・ケース会議の中で情報の整理。学校と共に見立てを行い、福祉的な視点から家庭へのアプローチの方

法や役割分担を助言。 

不登校についてのケース会議に助言者としてＳＳＷの出席を依頼。 

【その後の状況】 

・ケース会議での確認をもとに、学校が主体的に家庭や本人へ、福

祉的な視点を取り入れた新しいアプローチを開始。 

・学校からの連絡に対し、保護者や本人の反応に変化が現れる。 

 

学校 
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活用例 （２） 学校主催のケース会議に助言者として出席。その後ＳＳＷケースとして受理し支援。 
 

 

 

 

 

 

 

    

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の依頼方法 

○ケース会議の助言者として依頼する場合・研修講師として依頼する場合 

①会議の趣旨や希望（候補）日時等を学校担当指導主事へお伝えください。 

②日程調整の後に、「ＳＳＷ派遣依頼書」を作成し、提出してください。 

○ケースとしての受理要請する場合 

①学校から電話等により要請してください。 

②「ベースシート」を作成し、提出してください。 
 

※「SSW派遣依頼書」「ベースシート」は、ｅ－ネットＳＡＧＡＭＩにあります。管理職の

先生の確認のもと作成してください。 

４月に各校に配付した『ＳＳＷ活用の手引き』にも詳しく説明してあります。

ぜひご覧ください。 

【子どもの状況】 

・年度当初から欠席が増え、２学期以降不登校。担任が家庭訪問しても本人には会えない。 

・家庭と電話がつながっても本人は出ない。 
【家庭の状況】 

・学校と連絡を取り合うことに対して拒否的な姿勢を示している。 

・本人を取り巻く家庭環境が厳しい状況にある。 

 不登校についてのケース会議に助言者としてＳＳＷの出席を依頼。 

【ＳＳＷの対応】 

・ケース会議の中で情報の整理。福祉的な視点から家庭へのアプローチの方法や役割分担を助言。 
 

【その後の状況】 

・学校から保護者への連絡が円滑になる。 

・家庭訪問で担任が本人と会うことができるようになり、少しずつ登校ができるように 

なる。 
 

【ＳＳＷの対応】 

・ＳＳＷが学校と協働しながらのケース支援を開始。 

・ＳＳＷが保護者ともつながり、家族関係や家庭状況、本人の状態などを探る。 

・ＳＳＷが家庭と関係機関とのつなぎ役を担う。 

・定期的な校内ケース会議で情報を整理し本人の登校支援の方法を検討し、方向性の共通理解

を図る。 

ＳＳＷと、継続的な支援をしていく必要性を確認し、 

学校から青少年相談センターにベースシートを提出。 

学校 

学校 
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今年度から青少年相談センターでは、相談指導教室通室生のコミュニケーション能力等の育成を

めざし、NPO法人等と連携した協働事業提案制度事業を実施しています。具体的には、「ビッグマ

マ・プロジェクト」という音楽を中心とした団体、そして「無限」というスポーツを中心とした団

体と連携し、ワークショップやスポーツ活動を行っています。 

 

「音
サウンド

風景
ス ケ ー プ

事業」ビッグママ・プロジェクト 

ビッグママ・プロジェクトは、「音風景によるコミュニケーション」をキーワードに、青少年

相談センターの相談指導教室に通室する子どもたちに向けて、音楽パフォーマンスを行ってい

ます。 

相談指導教室の特性をよく考え、子どもたちが心豊かに生きるために、音楽を通して働きか

け、コミュケーションを育むきっかけづくりをしようと取り組んでいます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

       

       

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談指導教室ってなんだろう・・・  

主に心理的な要因登校することが難しい児童・生徒のために学校とは違った環境で学習支援や小集団活動、個別指導を行う

ことで学校への復帰や自立を目指す教室です。相模原市には小学校相談指導教室が２か所、中学校指導教室が３か所、小中相談

指導教室が４か所にあります。（H27.1.1現在 小学生 22名、中学生 92名、計 114名） 

○音楽を聞いてとても楽しくなった。とっても

いい音色だった。重くてボタンが見えないア

コーディオンを手探りで弾くと言っていたの

でびっくりした。 

○高い声がステキでした。リクエストです！き

きたいのは、「となりのトトロ」です。おねが

いします。 

○色々な楽器が混ざっていていいと思いまし

た。「すいかかいかか」のリズムが難しかった

です。すごくいやされました。とてもたのし

かった。 

 市民協働事業 

～「ビッグママ・プロジェクト」・「無限」と相談指導教室～ 

これまでも市内

の学校で活動し

ている団体です。 

生のバイオリン演奏、 

音色が綺麗でしょう？ 

音楽と融合させた

読み聞かせも・・・ 

手作りのしおり 

感想 
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「スポーツで、無限の可能性を切り拓こう！」 
 

特定非営利活動法人 無限 

 
 無限は、仲間とともにスポーツで楽しく体を動かす時間を通して、心と体を元気にし、体力

向上とコミュニケーション力の向上を図りたいと考えている団体です。 

 サッカーを得意としたコーチが中心となって運動の楽しさを伝えています。 

 

                        

      

         

 

 

     

 

○運動は苦手なので、ちょっとめんどうくさいなあとは思っていましたが、いざやってみたら 

 とても楽しかったです。かなり暑かったけれど少し気分がすっきりしたので、やっぱり体を 

動かすことも大切なんだなあと思いました。今後も少し体を動かすことを増やそうと思います。 

  ○今日は３人のコーチといろいろやりました。ボールを見ないでドリブルをやりました。むずか

しかったです。 

 

サッカーボールに慣れてみよ

う！落とさないようにね。 

広い場所でボールを追いかける喜びを知

ろうよ。汗をかいて気持ちがいいね。 

 

指導者の 

みなさん 

バランスをとることが難しい

ね。ボールを持って遊ぶだけでも

楽しい。 

感 想 
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その６１ 

「『NEAT（ニート）』って知っていますか。」通院している医院の理学療法士さんから

質問され、「はい。仕事をもっていない若者ですよね。」と答えたところ、「スペルが違う

んですよ。これは、非運動性活動熱産生の頭文字で、日常の生活活動で消費されるエネル

ギーのことです。NEAT を増やせばメタボや糖尿病を防げるんです。」と、教えていただ

きました。 

思い起こせば、スポーツクラブに入会するも、会費だけを払い続けついには退会。自転 

車通勤するも、雨天だからだの、汗をかいたら風邪をひくだのと理由をつけては挫折。目標をもつと頑張れな

いで還暦を迎えてしまいました。 

信号待ちの間に片足立ち。エレベーターの中でつま先立ち。階段ではつま先歩き。椅子に座るときは背筋を

伸ばして浅く座る。この程度なら、日常の中で簡単にできると思い、実行に移している今日この頃です。                                                  

                     （相談指導教室「若葉」 室長 飯塚 由美子） 

 

学校の相談室では、こんなほっとする時間が流れています。 

青少年教育カウンセラーがそっと教えてくれました。 

Eメール相談 

今の学校での勤務は 3年目になりました。 
毎年 4月の最初は授業観察や校内を巡回していると

「誰のお母さん？」と聞かれることが多く、しばらく
すると「相談室の先生」、またしばらくすると「○○
先生」と呼び名が変わっていきます。呼び名が定着し
た頃、また新年度を迎えます。今年はどれくらいで名
前が定着するだろうかと毎年の楽しみになりました。 
小学校の相談室では休み時間を自由開放にしてい

るため、たくさんの子どもたちが訪れます。休み時間
前は入口に列ができることがあります。さらには入口
の看板で私の所在場所を確認して、私を呼びに来る子
どももいます。週 1回の開放日を子どもが楽しみにし
ていることをうれしく思い、同時に子どもが安心でき
る場所を提供し続けたいと思っています。 

（Ａカウンセラー） 

小学校の相談室は休み時間、自由に来室できるよう
になっています。週 1回、相談室が開いていることに
気づいて「今日昼休み行くから！」と言いに来てくれ
ると、うれしくなり「今日も頑張ろう」と思えます。 
相談室開室日は昼休みの時間がいつもより長く、次

から次へと子どもが来てくれます。あるとき、4 年生
の女の子から友だちとケンカをしてしまったという
相談がありました。友だちに対して怒っているけれど
仲直りしたいという気持ちがあり、どうしたらいいか
一緒に考えました。すると、次の開室日、その女の子
が友だちを連れて来室しました。仲直りしたことを知
らせに来たようです。これからも気軽に相談できる場
にしていきたいと思いました。  （Ｃカウンセラー） 

 

小学校の相談室では、中休みや昼休みに沢山の子ど
もたちが来室し、トランプや折り紙で遊んだり、雑談
をしたり、それぞれ思い思いの過ごし方をしています。 
初めは一人で来室した場合でも、学年の違うグルー

プの仲間に入れてもらって仲良く遊ぶこともあり、相
談室の中で出会い、人間関係が広がっていく様子がみ
られます。その中で、遊びながら、一人が最近あった
嫌なことや、ちょっと困っていることを話すと、カウ
ンセラーと一緒になって周りの子どもが話を聴き、時
にはカウンセラー以上に良いアイディアを提案してく
れるのです。 
一対一で、話をじっくり聴くのも大切ですが、子ど

もたち同士で話を聴き、解決していく力の大きさを、
日々感じながら過ごしています。（Ｂカウンセラー） 

 

ある女子グループが職業インタビューで相談室に
来ました。カウンセラーの一日の仕事内容や、どのよ
うな相談が多いのか等、たくさん質問をしてくれまし
た。「相談室は何をやっているのかわからない不思議
なところだと思っていたけど、相談室のことを知れて
よかった。」と言って、クラスで相談室のことを発表
してくれました。その後、昼休みや中休みに遊びに来
る子や声をかけてくれる子が増えました。彼女たちが
発表してくれたことをうれしく思うとともに、まだま
だ相談室について知られていない部分が多いのだな
と改めて感じた出来事でした。  （Ｄカウンセラー） 

 


